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現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究）  

 

法人名 九州大学                    学部・研究科等名 生体防御医学研究所 

 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

 

事例２「組織的競争研究資金」 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

 

 若手研究者自立的研究環境整備促進事業・次世代研究スーパースター養成プログラム（SSP）「生体防

御におけるポストゲノムサイエンス」を通じて、若手研究者を中心とした医理工薬連携による学際的研

究を推進し、その結果、平成 21 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「若手科学者賞」を本研究所の

SSP 特別准教授３名が、文部科学大臣表彰「若手科学者賞」を受賞した。 

◇石谷 太 特別准教授（細胞統御システム分野） 

「個体の形成と維持におけるシグナル伝達の機能と制御の研究」 

◇稲葉 謙次 特別准教授（蛋白質化学分野） 

「細胞における蛋白質ジスルフィド結合形成の分子機構の研究」 

◇鈴木 淳史 特別准教授（器官発生再生学分野） 

「肝幹細胞の分離と機能制御メカニズムの研究」 

 平成 21 年度若手研究(Ｓ)採択の教員３名のひとりである白根 道子 准教授が第６回（平成 21 年度）

日本学術振興会賞を受賞した（資料Ⅰ 

－Ａ）。 

 競争的資金の獲得の成果が著しい研究所 

に、その間接経費を効果的・重点的に配分 

することにより、学外から優れた研究者を 

招聘・雇用し、より一層魅力ある研究環境 

を構築することを目的として、特定教育研 

究講座（部門）創設による特定有期教員招 

聘制度を整備・運用を開始した。この制度 

を利用して感染症の新規治療法の開発研究 

を推進する感染ネットワーク研究センター 

を研究所に新たに設置して学界をリードす 

る卓越した研究成果を上げている研究者 

（教授１名、准教授１名、助教２名）を招 

聘した。 

 世界的研究教育拠点として､極めて高い研 

究業績を有する者､ポスト・プロフェッサー 

及び本学の次世代を担う若手研究者が実質 

的かつ高度な研究活動を展開する場として､ 

全学的な協力体制のもとに設置された高等 

研究院に、本研究所から特別主幹教授１名、 

資料Ⅰ－Ａ 第６回（平成 21 年度）日本学術振興会賞の受

賞について 

(参考)http://www.jsps.go.jp/jsps-prize/ichiran_6th.html 

主幹教授１名、特別准教授３名が参加して 

研究活動を推進している。 




